
令和８年度外部評価委員会（第３回）事前質問・回答　（市民参画・協働、行財政）
令和８年７月１６日　外部評価委員会（第３回）

質問
番号

総合計画コード
項目等

委員からの質問 担当課 担当課からの回答
資料
請求

請求する
資料の内容

委員名

1

441
市民活動への支援

442
市民活動環境の充実

641
市民参画と協働の推

進

これらの施策の指標が、ＮＰＯ法人数、施設利用団体
数、協働事業数となっていますが、市としてはこれら
の事業を通して、市民にどのようになって欲しいので
しょうか。この点が不明確なまま、団体数や活動数を
指標としても、目的が達成できたかどうか、評価でき
ないと思います。

地域づくり支援
課

　市としては、各事業を通して「市民活動の活性化」や「市民参画の機会充実」等を
目指しています。それらの点は各施策の「目指す姿」としても示しており、施策評価
の指標としてＮＰＯ法人数・施設利用団体数・協働事業数を掲げています。
　指標の目標値を達成することが「目指す姿」の実現につながると考えていますの
で、今後も指標を参考値にすることともに、市民や活動団体のご意見を伺いながら市
民活動の支援を継続していきます。

ー 村上委員

2
641

市民参画と協働の推
進

今後の展開に「協力企業と連携を図りながら支援を
行っていく」との記載がありますが、協力企業の名称
は公表されるものでしょうか。

地域づくり支援
課

　一例となりますが、地域づくり支援課では毎年「ＮＰＯ等との協働事業等調査」を
実施し、その結果を市のＨＰに公表しています。この調査においては、事業にご協力
いただいた相手方について、地域で活動する市民団体や企業など、その形態に関わら
ず、名称を公表しています。

ー 小島委員

3
642

情報提供の充実と市
民ニーズの把握

防災無線が聞こえにくいため朝霞市のＬＩＮＥで確認
して初めて内容が把握できます。聞きやすくなるコツ
はありますか。

危機管理室
シティ・プロ
モーション課

【危機管理室】
　防災行政無線につきましては、市内１０１か所に子局を整備し、緊急時の情報伝達
体制の構築に努めていますが、地域によっては内容が確認できない場合があります。
　その要因としては、近くに子局がない場合のほか、周辺の構造物の有無や種類、放
送時の天候の影響など様々であり、残念ながら聞きやすくするコツはないため、ＬＩ
ＮＥ等の代替手段のご利用をお願いしています。

【シティ・プロモーション課】
　防災無線が聞こえにくい際の代替手段として、朝霞市ＬＩＥＮ公式アカウントでの
発信を含む、ＳＮＳやメール配信サービス、防災行政無線確認用の専用ダイヤル
（0800-8000-744）がありますので、ご活用ください。

ー 光廣委員

4
642

情報提供の充実と市
民ニーズの把握

市長タウンミーティングの成果があればご教示くださ
い。

市政情報課

　市民の皆さまから市政への率直なお声をお伺いし、地域の課題や未来への展望を共
に考える貴重な機会と位置づけて、今後のより良いまちづくりに活かしていきます。
　また、例えば、道路の陥没など緊急的な対応が必要な場合には、職員が現場確認を
して、速やかに対応しています。

あり
市長タウンミーティ
ングの内容等。

光廣委員

5
642

情報提供の充実と市
民ニーズの把握

指標は、紙面の見やすさではなく、必要な情報が、必要な
タイミングで、必要な市民に届いたかどうかではないで
しょうか。

シティ・プロ
モーション課

　市政モニターアンケートでの調査によると、調査対象の８割以上の方が「広報あさ
か」から市政に関する情報を収集しているとの結果が出ており、多くの方が行政情報
の収集手段として「広報あさか」を重視していることが伺えます。
　そのため、現状は広報あさかへの掲載情報の充実と紙面の見やすさを追求し、毎年
実施されるアンケートの結果を、市民に行政情報を提供することができていたのかを
計る指標としています。
　しかし、広報紙の発行は月１回であることから、市が保有する行政情報を市民に必
要なタイミングで届けるということについては、ホームページやメール、Ｘ（旧
Twitter）等のＳＮＳでも行政情報の発信を行っています。
　また、令和７年度には朝霞市ＬＩＮＥ公式アカウントをリニューアルしており、今
後も情報伝達の更なる充実を図りつつ、様々な媒体を活用しながら行政情報を発信し
ていきます。

ー 村上委員

資料２－３



質問
番号

総合計画コード
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委員からの質問 担当課 担当課からの回答
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6
653

公共施設の効果的・
効率的な管理運営

市役所内が非常に狭く、使いやすいお手洗い、相談者
のプライバシー確保も難しいように見受けられます。
今後の何かしらの計画はありますか。

財産管理課

【該当資料なし】

　令和８、９年度の「市庁舎長寿命化改修工事」において、市庁舎の機能回復及び向
上のための工事の実施を予定していましたが、入札が不調となりました。
　しかし、市庁舎は老朽化が進んでいること等を踏まえ、長寿命化改修工事で予定し
ていた内容のうち、緊急な対応が必要なものについて切り分けて実施したいと考えて
おり、現在、その内容を精査しているところです。また、緊急な対応が必要なもの以
外についても、中東情勢の影響等を注視し、実施の時期や内容等について検討してい
きます。
　なお、プライバシーの確保については、各相談窓口において、相談内容等を加味し
て、状況に応じて相談室を使用することとしています。

あり

今後の市役所内のお
手洗い、相談者のプ
ライバシー確保の見
込み。

光廣委員

7

654
適正かつ効率的な行

政事務の遂行
655

機能的な組織づくり
と人材育成

生成ＡＩの導入が挙げられていますが、実際に使用さ
れていますか。個人情報や機密事項を扱われることも
多いので、具体的な指針等がありましたらご教示くだ
さい。

デジタル推進課

　本市では、市民サービスの質的向上と行政業務の効率化による持続可能な行政サー
ビスの提供を実現するため、令和８年４月より職員の業務補助ツールとして生成ＡＩ
の活用を開始しました。さらに、適正かつ効果的な活用を図るため、同年６月に「朝
霞市生成ＡＩ活用指針」を策定し、ホームページに公開しました。
　同指針では、活用範囲を「文書作成」「情報集約」「業務プロセス改善」「市民向
けコンテンツの質的向上」に関する業務と定めています。具体的には、通知文の草案
作成や資料の要約・分析などに活用しています。一方、個人情報や機密情報の入力は
禁止し、市民生活に重大な影響を及ぼす行政処分等の最終意思決定での利用も認めて
いません。また、生成ＡＩが作成した内容は、職員が法令遵守・正確性・公平性の観
点から必ず確認し、最終的な判断と責任は市が負うことを前提としています。
　このように、活用範囲と遵守事項を明確に定めるとともに、全庁的な推進体制を整
備し、安全性と透明性を確保しながら適切に活用しています。
　なお、使用実例の資料も請求いただきましたが、本回答でお示しした活用範囲がそ
の一例となりますので、本欄にて回答とさせていただきます。

あり
生成ＡＩの使用実例
やその際の指針。

光廣委員

8
655

機能的な組織づくり
と人材育成

「人材の確保がより一層困難となっていくことが予想
される」とありますが、職員の労働環境の維持向上
も、効果的な行政事務の遂行に不可欠であると考えま
す。有能な人材を確保し、心身の不調が出にくい勤務
体制を長年維持し続けるため、今後の人手不足、適切
な運営等の維持対策として、どのような事が行われて
いますか。またどのような構想がありますか。それら
について、職員からの要望などはありますか。

職員課

　職員の健康に配慮し、職員が勤務し続けたいと思う職場をつくるためには、時間外
勤務の縮減が最も重要な課題であると認識しています。令和７年１１月に、職員向け
に実施した「働き方に関する意識調査」では、業務量の増加により時間外勤務が縮減
できていないと感じている職員が多い状況でした。令和８年４月に策定した「第５期
朝霞市特定事業主行動計画」では、開庁時間の短縮、生成ＡＩなどの新しいデジタル
技術の活用による業務改革など時間外勤務縮減のための取組を行うことにより、５年
後の職員１人当たり・１月当たりの時間外勤務平均時間数を２０％削減することとし
ています。

あり

職員が安心して働く
ために必要なこと、
また継続した勤務に
不可欠だと思われる
ことなどについて、
職員からののご意
見。

光廣委員

9 全体

設定した指標が目的を達成できたかどうかを測るもの
になっていないように思います。今後は、きちんと目
的を設定し、それに対する達成度合いを測るようにし
ていただきたいと思います。

政策企画課

　目的と指標の整合性については改善の必要があると認識しています。第６次総合計
画における指標設定では、目指す姿を明確にするとともに、その実現に向けた施策の
枠組みを体系的に整理し、各段階の進捗や成果を適切に測定できる指標の設定に努め
ます。

ー 村上委員

委員の関心・興味があるテーマやキーワード　　※ 会議の中で話題として取り上げる可能性があります。

テーマ・キーワード 委員名

市職員の労働環境

防災無線

生成AIの使用

情報発信の方法

公共施設の改修

光廣委員
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市長タウンミーティング 

～あなたの“ちょっと気になる”を市長に聞いてみよう～ 

 

日時：令和７年１１月２２日（土）１０時００分～ 

場所：内間木公民館 会議室 

参加者：２２人  

意見交換のまとめ（概要） 

参加者からの意見 市長等からの回答 

【参加者】 

・特に２５４バイパスができたことで地形

が変わったことによる道路冠水等の水害や

内水被害対策として、朝霞水門近くに内水

排水用の調整池を設けたらどうか。 

また、にぎわいを創出するために、調節池

に秋ヶ瀬運動場のようなグランドをつくっ

たらどうか。 

【市長】 

２５４バイパスができることにより、地域

の皆さまに不利益がないように、埼玉県に

伝えるとともに、今後もそういったことが

ないよう、しっかり連携を図りながら、進

めてまいります。 

また、内間木公園の拡張整備の計画に合わ

せて、朝霞水門一帯もにぎわいがもたらせ

るよう、市民の皆さまの声をしっかりと聞

きながら、まとめてまいります。 

【副市長】 

内水被害の軽減については、上下水道部が

検討を進めていくので、今後皆さまにお示

ししていきます。 

朝霞水門、朝霞調節池は景観資産であるこ

とから、そのような資源を活用しながらに

ぎわいの創出をしていきます。 

【参加者】 

・地震対策について、９月号の広報あさか

に特集記事があったが、一般的なことしか

掲載されていない。防災啓発冊子に在宅避

難についてもっとＰＲしてほしい。 

また、避難者カードを年１回広報あさかに 

保存版みたいな形で掲載し、それを切り離

せるようにしてほしい。 

【市長】 

在宅避難のＰＲ不足についてはおっしゃる

とおりである。今後検討し、次に向けて考

えてまいります。 

 

 

【参加者】 

・わくわく号について、１日８便のわくわ

く号が運行されているが、便数を増やすこ

【市長】 

今後何ができるか、どのようにしてできる

かということは検討してまいります。 

質問番号４
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とは契約上難しいとは思うが、せめて利便

性のいい時間帯に運行していただきたい。 

【参加者】 

・朝霞駅周辺に比べて朝霞台駅はごみごみ

している。朝霞台駅ビル計画が上がってい

るが、東武鉄道と行政が連携してよりよい

まちにしてほしい。 

・朝霞台駅周辺のゴミのポイ捨てや酒盛り

をしている人が多い。 

・ベビーカーを押して歩いていると、電柱

の多さ、道の狭さ、段差などが気になる。電

柱の地中化の検討をしていただきたい。 

 

 

 

 

【市長】 

・東武鉄道と朝霞台駅とその周辺のまちづ

くりについて包括的な協定を結び進めてい

くところであるが、皆さまの声を聞きなが

らともに進めてまいります。 

・にんじん広場周辺の治安が悪いという声

をいただいているので、朝霞警察署にパト

ロールの強化を要望しております。 

・電柱の地中化、歩道の整備、段差の解消に

ついては、優先順位をつけて進めていき、

ウォーカブル推進都市として取り組んでま

いります。 

【副市長】 

・地区ごとに優先順位を決めて、道路整備

を進めてまいります。 

・交通安全対策の強化も合わせて取り組ん

でまいります。 

【参加者】 

・市街化調整区域の扱いや今後の考えや課

題について、市の考えを聞きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【市長】 

・市街化調整区域を市街化区域にすること

難しいが、産廃業者等による生活環境に支

障をきたしているということがあれば、市

にお問い合わせいただければと思います。 

【副市長】 

・土地の利活用については限られている

が、地域の皆さまと長期的に取り組んでま

いります。 

【参加者】 

・選挙の投票率向上について、投票済証の

デザインの変更や割引などの特典を考えて

ほしい。 

・路上喫煙と合わせて、公園のベンチの下

のポイ捨てをなくす取組を検討してほし

い。 

【市長】 

・投票済証について工夫している自治体も

あるので、検討してまいります。 

・公園のポイ捨てについて、ポイ捨て抑制

の実証実験を行っている自治体があるの

で、実験結果を調査し検討してまいります。 
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【副市長】 

路上喫煙の問題には、分煙として喫煙所を

設けたらどうかといった意見や喫煙所はい

らないといった意見もあり、なかなか難し

いと考えています。 

公園については、特に大規模の公園や体育

施設については、喫煙所を設ける動きが広

まっていることから朝霞市でも今後実証実

験を行っていきたいと考えています。 

【参加者】 

・学校給食について、あのメニューと中身

で児童に必要なエネルギーと栄養が確保さ

れているのか。今後拡充は考えているか。 

・通学路について、雨の時は、畑から土砂が

流れてきて、こども達の通学が大変である。

側溝清掃をやっても意味がないと思うの

で、畑からの土砂の流出を食い止める対策

はないのか。 

【市長】 

・栄養士が栄養素やバランスを計算して作

られているので、栄養はきちんと確保され

ています。 

・畑所有者の方も、土砂の流出防止のため

対策をとっていると思うので、ご理解をい

ただければと思います。またこのような声

があったら届けていきます。 

【参加者】 

・景観が悪くなってきている。 

・２５４バイパスによる影響で水が流れて

きている。市も一番大変なときに現状を把

握してもらいたい。 

・穴だらけの道路、ひび割れしている道路

が非常に多い。根本的な対策をしてほしい。 

（複数の方から同様の意見あり） 

・カーブミラーのない交差点に木が邪魔し

ていて危険であるので、木を伐採してもら

えないか。 

【市長】 

・個別具体の場所については、後ほど確認

して直します。また、それ以外の根本的な

道路の補修については、優先順位をつけて、

しっかりやらせていただきます。 

 

【参加者】 

・物価対策として、水道料金を２シーズン

程度の減額ができないか。 

・市民から出た意見や課題がどう解決され

たかＳＮＳで発信したらどうか。朝霞市は

ＳＮＳの使い方が中途半端であり、遅れて

いる感じがする。 

【市長】 

・物価対策については、これから国から情

報が来るので、それを踏まえ検討してまい

ります。何が市民の皆さまにとって効果的

か考えていきながら検討してまいります。 

・ＳＮＳのあり方について検討してまいり

ます。 
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【参加者】 
・子育て支援のボランティアが増えない。

市として高齢者をうまく活用できる対策は

ないか。例えばボランティア活動をした場

合、ポイントを付与し、そのポイントを保

育園や小学校の備品の購入に充てるものに

使用するなど。 

【市長】 

・高齢者の皆さまの経験や実績を市に還元

する取組は、市としてもしっかりやってま

いります。 

【参加者】 

・朝霞市の箱物について、市の施設を複合

化していく考えは。 

内間木公民館に内間木支所を移転して合理

化したらどうか。空いた建物は福祉や児童

のための建物にしたらどうか。 

【市長】 

・施設の老朽化も市の課題でもあります。

いただいたご意見はしっかり受け止めて、

まちづくりに活かしてまいります。 

【参加者】 

・にんじんのＰＲについて、にんじんのイ

ベントやにんじんの日、にんじんだけで作

った給食など、朝霞と言えばにんじんとイ

メージをつけられるものを一緒に考えてい

きたいと思う。 

【市長】 

・朝霞のイメージを高めていくことは、今

後シティプロモーションといったところで

努力していきたいと考えています。 

 

〇追加意見 

【参加者】 

・内間木をウォーカブルにするために、新

河岸川の草刈りをマメにしてほしい。 

【市長】 

・埼玉県と協力しながら、新河岸川の草刈

りを行ってまいります。 
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1 
 

市長タウンミーティング 

～あなたの“ちょっと気になる”を市長に聞いてみよう～ 

 

日時：令和８年１月３１日（土）１０時００分～ 

場所：宮戸市民センター ホール 

参加者：５５人  

意見交換のまとめ（概要） 

参加者からの意見 市長等からの回答 

【参加者】 

・宮戸１丁目（市道２１３５号線）の道路

で、電柱が並んでいて、自転車で通行する

には危険な道路がある。道路整備課に相談

したところ、電柱の移設は難しいとのこと

だったが、右側の歩道を自転車専用の歩道

にすることはできないか。 

【市長】 

・移設について、東京電力と協議は継続し

ています。 

また、歩道に自転車専用道路にすることは

難しいですが、すぐできることとしては電

柱に反射板を設置するほか、センターライ

ンをなくすことにより、空間できることで

歩道の幅の確保ができるのではないかなど

を含め、引き続き検討していきたいと思い

ます。 

【参加者】 

・市民センターの上の階のある町内会館に

ついて、一部の市民センターでは鍵の貸し

借りなどで使い勝手が悪いところがあるの

で、もっと利用しやすいようにしてほしい。 

【市長】 

・町内会館の使い勝手の悪さの声は、他で

もいただいており、課題として認識してお

りますので、みなさんに利用しやすいよう

に検討していきたいと思います。 

【参加者】 

・視覚障害者であるが、歩道がゴツゴツし

て歩きづらい箇所があるので修繕してほし

い。 

・旧宮戸交番前の交差点で、白線が薄くな

っているので、早く濃くしてほしい。 

【市長】 

・具体的な場所を確認させていただき、速

やかに対応します。 

【参加者】 

・ふるさと納税や冬のイルミネーションに

ついて市民団体などと協力して何か進めて

いくことはできないのか。 

 

 

 

 

 

【市長】 

・朝霞市のふるさと納税は埼玉県内は最下

位で約８億円程度が流出しており、大きな

課題と認識しています。朝霞市としても魅

力をしっかり伝えていかないといけないと

思っています。 

魚や肉などのモノだけではなく、コトとい

うところで、みなさんとアイデアを出して

いき、ふるさと納税を頑張っていきたいと
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思います。 

・イルミネーション、ふるさと納税につい

ては、みなさんと一緒につくりあげていき

たいと思いますので、ぜひご意見・アイデ

アをお聞かせいただきたいと思います。 

【副市長】 

・イルミネーションについて、限られた予

算の中で、さまざまな知恵やアイデアをい

ただきながら朝霞に合ったイルミネーショ

ンをやっていけたらと思っております。 

【参加者】 

・朝霞は全国でも少ない、人口が増加して

いる市である。若い人が住みやすいまちに 

していただきたい。 

 

【市長】 

・朝霞でもいずれ少子高齢化になります

が、今から先を見据えて若い人に選ばれる

まちづくり、住んでいる方が誇りを持って

住みたいと思えるまちづくりを進めていき

たいと思います。 

【参加者】 

・五中周辺には耕作放棄地になっていると

ころが多くある。 

現在、４市で火葬場の建設を予定している

が、この耕作放棄地を市が買い上げて火葬

場をつくってはどうか。 

 

 

【市長】 

・現在、４市で火葬場建設に向けて歩みを

進めています。これはもともと（公共の）土

地に火葬場を建設するもので、土地の買い

上げですと現状では難しいこともありま

す。 

朝霞の都市農業についてもやれることはし

っかりやっていきたいと思いますし、火葬

場の建設についても市民のみなさんにご理

解をいただけるよう、しっかり発信してい

きたいと思います。 

【参加者】 

・若い世代を増やさなければいけない方針

の中で、保育園不足のことについては、し

っかり考えていただきたい。 

 

【市長】 

・全てのみなさんが思い通りの保育園に入

ることが難しいと思いますが、そうした中

でもみなさんが納得していただけるような

ところを目指していきたいと思います。 

【参加者】 

・宮戸に公園ができて喜んでいる。学校が

休みの時は、こども達が多く集まるので、

まちがすごく生き生きしているのを実感し

ている。 

・黒目川は年３回除草してしっかり整備さ

【市長】 

・みやど公園については、多くの家族連れ

の方が利用されている光景を見て、大変う

れしく思います。 

・除草につきましては、歩行者の歩きづら

さ解消のためではなく、堤防の防災面の管
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れているにも関わらず、新河岸川の除草は

年２回しかない。放置されているのではな

いか。 

・給食費が今後どうなるか心配である。 

理ということで、通常の河川は年２回、黒

目川は例外的に年３回の除草を県が行って

います。新河岸川につきましては、国に要

望書を提出する機会もありますので、ご不

便をおかけしていることがあれば、お声を

いただければと思います。 

・給食費ですが、小学生は６，０００円、中

学生は６，８００円となっています。 

小学生につきましての国と県から５，２０

０円の補助を行いまして、自己負担は８０

０円となります。 

また、中学生では６，８００円ですが、国の

交付金の一部を使用しまして、自己負担額

３，４００円で検討しています。 

こどもたちの栄養、食は未来にもつながっ

ていくものでありますので、市としまして

も考えていきたいと思っています。 

【参加者】 

・保育園の規定について、朝霞市では仕事

をしている人のリフレッシュのための保育

利用には、制限されている。しかし他市で

は認められていることなので、朝霞市でも

是非検討をしていただきたい。 

【市長】 

・他市の状況も含めて、確認をさせていた

だきたいと思います。 

【参加者】 

・民間の人が県道を占有していて、近隣の

方が迷惑している。 

【副市長】 

・道路は公のものなので、個人がものを置

くことはできないので、後ほど場所を確認

させていただき、埼玉県に確認をしてみま

す。 

【参加者】 

・二中、三小の改修をお願いしたい。 

 

【市長】 

・二中、三小の老朽化につきましては、認識

しております。 

学校、公共施設を含め、財政面などさまざ

まな状況を勘案して、計画的に進めてまい

ります。 
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【参加者】 

・保留児童の加算の廃止を行う理由につい

て伺いたい。 

・保育園の入園のしやすさに地域差がある

と感じているので、ルール整備をするべき

ではないか。 

【市長】 

・いただいたご意見につきましては、しっ

かり検討してまいりたいと思います。 

【参加者】 
・防災について、朝霞市は今後人口増加が

見込める中で、避難所改善はどう考えてい

るか。 
・朝霞台駅を含めた、北朝霞駅周辺の整備

について、安全面も含めた課題があると思

うが、これについてどう考えているのか。 
・受験生の応援支援について、公民館等の

公共施設での勉強スペースの提供をどう考

えているか。 

・イルミネーションの活性化に期待した

い。 

【市長】 

・防災につきまして、いつ地震が起きるか

わからない中で、しっかり対策を進めてい

きたいと思っております。 

・受験生の勉強場所の確保につきまして、

公民館（中央公民館は改修中）と総合体育

館の会議室を解放しまして、受験生のみな

さまに御利用していただいております。私

自身が中学校に行った時にこのようなお声

をいただきましたので、今回は２月まで解

放させていただきました。今後につきまし

ては検討していきたいと思います。 

・イルミネーションに限らず、まちの活性

化ということでいろいろ考えていきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

【副市長】 

・北朝霞駅周辺につきまして、みなさまの

ご意見をいただきながら、進めていくとと

もに、朝霞台駅の改修に合わせて、安全面

も考慮しながら一体的に開発を進めていき

たいと思います。 

【参加者】 
・ふるさと納税の返礼品について、業務委

託でやるのもいいが、有志の人たちを集め

てアイデアを募ったらどうか。 

返礼品の私のアイデアとして、彩夏祭での

花火や鳴子踊りの観覧用の優先席を設け、

返礼品にしたらどうか、また地元の企業と

タイアップして一緒にやっていくこともい

いのではないか。 

【市長】 

・彩夏祭の花火の観覧席につきましては、

市でも検討しているところです。その他、

いろいろ貴重なアイデアをいただきました

ので、検討していきたいと思います。 
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【参加者】 

・志木市と境の新河岸川の川沿いの地区を

担当している民生委員だが、この地区は高

齢者の単身世帯の方や高齢者が日中独居に

なる世帯が多い。そこで高齢者が自分の足

で買い物や病院などに行きたくても一人で

は行けず、バスも通っておらず、大変苦労

している方がいる現状を是非知ってだきた

い。 

【市長】 

・来年度からタクシー補助のデマンド交通

を検討しており、７５歳以上の高齢者の方

や要支援・要介護認定を受けている方、妊

産婦の方、運転免許証を返納された方を対

象に実証実験を考えております。こういっ

た方々にも社会に接点を持っていただきな

がらいきいき暮らしていただくお手伝いを

したいと考えております。 

【参加者】 

・みやど公園ができてから人の往来が増え

た。私の町内会の方達の多くは、私道を所

有している方が多く、その私道を通ってみ

やど公園に行かれる方が多いので、交通事

故があったことから、私道を市に寄付採納

したい。 

【市長】 

・私道の寄付採納には基準があるので、道

路整備課にお伝えさせていただきます。 

【参加者】 

・「このまちで 育ってよかった 育てて

よかった」という朝霞市の子育ての施策で

あるが、本当にこのまま育てていけるか、

という心配がある。 

朝霞市の福祉の施策や子育て施策に対する

市長の本気度に期待したい。これからの福

祉をどうしていくのかお伺いしたい。 

【市長】 

・このまちで、こどもとしても育ってよか

った、保護者のみなさまも育ててよかった

と思えるまちづくりを進めていく、それを

地域でしっかりと応援していく、そういっ

たまちづくりを進めていきたいと考えてお

ります。 

できる限り細やかにやって行きたいと考え

ていますが、こうしたご意見をいただくこ

とで、みなさんに１歩でも、半歩でもその

ように思っていただけるまちづくりをした

いと思っております。 
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市長タウンミーティング 

～あなたの“ちょっと気になる”を市長に聞いてみよう～ 

 

日時：令和８年３月２９日（日）１０時００分～ 

場所：根岸台市民センター ホール 

参加者：３９人  

意見交換のまとめ（概要） 

参加者からの意見 市長等からの回答 

【参加者】 

・生活保護を受けている方の件数はどのく

らいか、また、市の財政から生活保護者に

どのくらい支払われているのか。 

・生活保護の方の医療費の限度額はあるの

か。 

・生活保護の申請をした時から年数が経っ

たときに状況の再確認しているのか。 

【市長】 

・生活保護の件数は、令和８年２月末現在

で１，５７９件で、前年より少なくなって

います。生活保護の財源は、市が１／４を、

残りの３／４を国が負担しています。１世

帯あたり２２４万円ほどになっておりま

す。 

・医療費の扶助に対しては、限度額はあり

ません。 

・生活保護の適正な支給については、家庭

訪問などを定期的におこなっており、自立

支援もしております。 

 

【参加者】 

・保育園の入園基準について、２点要望が

ある。 

１点目は、歳の差のある兄弟の加点につい

て。第一子と６歳以上離れている場合に兄

弟加点の対象とならず、不利になっている。 

２点目は、フルタイム勤務の共働き世帯よ

りも時短勤務で所得が低い世帯の方が入園

がしやすい状況が見受けられる。これは、

フルタイムで働いていない時短勤務の方が

フルタイムで働いているのと同じように計

算されているためである。 

以上の２点の見直しを検討してほしい。 

 

 

 

 

【市長】 

・入園基準の得点は、詳細な点数を積み上

げていって計算され、入園していただいて

おります。後ほど、具体的な確認をさせて

いただきたいと思います。 

しかしながら、ご意見は持ち帰らせていた

だき、より良い公平性の保たれた入園制度

を作っていきたいと思います。 
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【参加者】 

・都営三田線が西高島平までなので、カイ

ンズの辺りまで延伸してほしい。また、カ

インズの周辺に道の駅やアウトレットを誘

致してほしい。 

【市長】 

・都営三田線の延伸のお話は現時点であり

ませんが、２５４バイパスがおおむね５年

以内に開通されることが進められているこ

とにより、利便性が各段に上がると思いま

す。また、道の駅やアウトレットの誘致に

ついては、２５４バイパスの開通によりさ

まざま局面が変わってくると思います。公

共交通は全ての皆様にとって大切なもので

す。根岸台ではわくわくワゴンを実施して

おり、お声をいただきながら、さらにより

良いものになっていくと思います。 

 

【参加者】 

・朝霞駅からカインズに向かう根岸台２丁

目１１番地と根岸台３丁目１６番地の信号

のところの道がカインズができる際に拡幅

された。カインズができてから５年が経つ

が、事故で二人も亡くなっている。ニュー

スにならない事故もあり、かなり危ない。

そこで、歩車分離信号に変更してほしい。

また、夕方に暗くなるため、街灯をつけて

ほしい。 

【副市長】 

・該当の箇所には、信号機がついています

ので、まず一番安全なものが設置されてお

り、歩道も整備されています。しかし、先

日、事故が起こり、お亡くなりになられた

方がいらっしゃいました。 

死亡事故が起きますと交通関係者が何らか

の改善策を検討することになっておりま

す。ご提案の歩車分離信号は有効な手段だ

と思いますので、警察に話してみたいと思

います。 

安全対策について、市と県と警察で協議し

たいと思います。 

道路照明等についても併せて協議させてい

ただきます。 

 

【参加者】 

・先日、自宅に詐欺の電話が掛かってきた

のだが、高齢者を対象にお金の基礎知識に

関する講習を開催してほしい。地域包括支

援センターでファイナンシャルプランナー

を雇うとか、職員に資格を取ってもらうと

かしてはどうか。 

 

【市長】 

・市では、無料の録音装置などを高齢者世

帯を中心に貸し出ししています。 

お金に関する話について、地域包括支援セ

ンターに話してみて、セミナーとして取り

組めないか確認したいと思います。 
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【参加者】 

・わくわくワゴンの実証実験を引き続きお

願いしたい。 

・総合福祉センターが老朽化しているの

で、現場の声を聴いて改修をお願いしたい。 

【市長】 

・わくわくワゴンの実証実験は、引き続き

行っていきます。 

・総合福祉センターの改修工事について

は、令和８年度は工事の設計を行います。

お声を聴きながら、より良いものにしてい

きます。公共施設全般については、計画に

基づき実施してまいります。 

 

【参加者】 

・笹橋の手前の交差点は、３方向から人・車

が来て、交通量が多い。そばにバス停があ

り、バス利用者が道路を横断するのに信号

がなく、危ない。せめて、横断歩道や手押し

信号でもつけてもらえればいいと思うが、

いかが。 

 

【市長】 

・信号等の設置について、警察と協議した

いと思います。信号機の設置については、

細かい制約がありますが、しっかりお声を

届けたいと思います。 

【参加者】 

・DX、IT という便利さを追求することは否

定しないが、人間らしさを、ほのぼのとし

た市になってもらいたいと思う。 

・昔から東上線の南側と北側で差がある。

南側は都会、北側は田舎だと言われつづけ

てきた。イベントも南側に多い。北側でも

イベントを企画して欲しい。 

【市長】 

・DX に関しては、優しさを伴って進めてま

いります。苦手な方を取り残さないように

します。 

・朝霞市の南と北の違いということについ

て初めて伺いました。そのように感じてい

らっしゃることに大変心苦しく思います。

北の方でも開催できる場所は限られるかも

しれませんが、アイデアなどお声をいただ

きながら、皆さんが不公平感を抱かないよ

うに考えていきたいと思います。やらない

という訳では全然ありません。 

 

【参加者】 

・水道橋という橋の欄干がかなり錆びてい

る。今年度は塗り直してほしいが、どうか。 

 

 

 

 

【市長】 

・何年か前から欄干が錆びているというこ

とで、市にご連絡をいただき、ありがとう

ございます。今現在の状況について、すぐ

に確認をさせていただきたいと思います。 
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【参加者】 

・前回も市長タウンミーティングに参加し

て、保育園の入園基準について質問をした。

３歳の持ちあがりの際に加点が百点にされ

てしまうと、市外に出ているこどもは不利

に働いてしまうと意見をした。その後、保

育課からも連絡をもらい、内部で検討しま

すと回答をもらったが、ちゃんと識者会議

等で検討して、文面に残してほしい。 

 

【市長】 

・前回もお越しいただきありがとうござい

ます。その時にいただきましたお声につい

ては、担当課でちゃんと検討させていただ

くというお答えのとおりでございます。よ

り良きものとなるようにしっかりと検討さ

せていただきます。 

【参加者】 

・毎回、参加しているが、２点聞きたい。 

１点目は、市長１年間の成果、達成できた

ことについて。 

２点目は、市としての発信力が乏しい。本

質的に何を伝えたいのか。市長タウンミー

ティングでこういう意見が出たとかを SNS

で活字にして、みんなと共有するとか、ラ

イブ配信でみんなが見られるようにすると

いいと思う。 

【市長】 

・１年間で実施してきたことは、DX 化、子

育て支援アプリ「ぽぽるん」の導入や LINE

の機能拡充、防災啓発冊子の作成、保育園

の ICT 化など、細かいものを入れると沢山

あります。また、市長タウンミーティング

では市民の皆様のお声をしっかりと聴くと

いうことから始めております。それから、

実現ということでは、大小さまざまありま

す。 

・市長タウンミーティングについては、ホ

ームページで、どのような意見をいただい

ていたのかなども載せております。市長タ

ウンミーティングのオンラインについても

現在、検討しているところです。また、さま

ざまな工夫をしているところです。 

 

【参加者】 

・猫の保護活動（さくらねこ）について、支

援をしてほしい。住みやすい街、弱者（猫）

が暮らしていける街になればと思う。 

 

【市長】 

・猫の保護活動をしている団体と市もよく

話し合って、活動を支援していきたいと思

います。 

【参加者】 
・子育てで孤立している人がいるが、市は

今後、どのような子育て事業をしていくの

か。 

【市長】 

・令和７年度からこども家庭センターの設

置や子育て支援アプリの導入などをしてお

ります。途切れのない子育て支援をしてい

きたいと思います。 
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また、子育て支援サークルとの連携を進め

ていきます。 

【参加者】 
・城山通りの歩道に街灯がなく、真っ暗な

ので街灯を設置してほしい。 

【副市長】 

・街灯には２種類ありまして、道路照明灯

と町内会で設置している防犯灯がありま

す。街灯は、ほとんどのものが東電柱か NTT

柱に設置されています。 

城山通りは城山公園の樹木があり、地域の

特色がありますので、まずは現場を見させ

ていただきます。 

 

 

【参加者】 

・右折レーンがあるのに右折用の信号がな

い交差点がある（幸町）。右折用信号があれ

ば、渋滞も解消するのではないか。 

【副市長】 

・右折帯もいろいろあり、右折のためのレ

ーンや渋滞を緩和するための右折レーン、

非常のために暫定的に作った右折帯もあり

ます。 

右折用の信号の設置はなかなか難しい面も

ありますが、市民の皆様のお声は警察に伝

えたいと思います。 

 

 

【参加者】 

・路上で歩きたばこをしている方や道路沿

いの飲食店の前で喫煙している方がいるの

で、喫煙マナー向上のための啓発の強化や

路上喫煙禁止エリアの拡大などを希望す

る。 

 

【市長】 

・喫煙マナーについては、市にいろいろな

意見が来ており、対応に苦慮しているとこ

ろです。喫煙禁止区域でも喫煙している方

がいますので、市もパトロールを強化して

いるところですが、いたちごっこというの

が事実です。一方で、喫煙所があれば、そこ

でたばこを吸うという意見もあります。 

今、市が取り組んでいますのが、まずは公

園を禁煙にする条例化を検討しておりま

す。一部の公園、中央公園や青葉台公園な

ど長く滞在する公園は分煙化の社会実験を

始めたところです。 

民地については、市で指導等が難しい面も

ありますが、ご意見をいただければ市でお

願いに行くこともできます。 
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【参加者】 

・ふるさと納税によって、朝霞市の税収が

７億円ほど減収しているのが課題だ。そこ

で、よさこいや彩夏祭の花火の特等席をふ

るさと納税の返礼品にする。朝霞の森を炭

火を使えるようにして有料かする、地域振

興券の発行、黒目川を整備して有料のバー

ベキュー場の設置、いちご農家の育成など

朝霞市の魅力を発信して、７億円を取り返

したらどうか。 

 

【市長】 

・ふるさと納税により８億円ほど流出して

おり、大きな課題となっています。 

彩夏祭の花火の観覧席については、実施に

向けて動いております。市内の経済の活性

化に地域通貨についても検討しているとこ

ろです。黒目川の管轄が県のため、協議出

来ればと思います。 

いちご農家の育成については、新規就農補

助の相談を受けている方がいちご農家さん

だと聞いております。 

朝霞の森については、国有地のため、課題

等もございます。 

ふるさと納税のアイデアについては、広く

ご意見をいただければと思います。 

 

【参加者】 

・先ほど意見のあった笹橋の交差点は、本

当に危ない。横断歩道もなく、何年も前か

ら市議会議員にお願いしたりしているが、

現状が変わらない。お二人になんとか改善

をお願いしたい。 

 

【市長】 

・いただいた意見は警察にしっかり伝えま

す。市でできることをしたいと思います。 

 

【参加者】 

・朝霞市のロードレースは公園の周りを走

るだけで殺風景である。朝霞市でも黒目川

沿いの市民マラソンなどを開催してほし

い。例えば、自衛隊の駐屯地の中を走ると

かやってほしい。 

【市長】 

・いただいた意見は自衛隊に話してみたい

と思います。 

また、走るということではありませんが、

６種類の「くろめがわグリーントレイルマ

ップ」で黒目川の風景を楽しみながら散策

してほしいと思います。 
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朝霞市生成ＡＩ活用指針 

 

１  目的及び位置付け 

本指針は、朝霞市が生成Ａ Ｉ 技術を 適正かつ効果的に活用し 、 市民サービスの質的向上と

行政業務の効率化によ る持続可能な行政サービ スの提供を 実現するための基本的な考え方

を示すも のである。 職員が生成Ａ Ｉ を利用する際に遵守すべき 具体的な事項については、 別

途ガイ ド ラ イ ンを定めるも のと する。  

 

２  適用範囲 

（ １ ） 本指針は、 次に掲げる者（ 以下「 職員」 と いう 。） に適用する。  

ア 市長、 副市長及び教育長 

イ  市長の事務部局、 教育委員会事務局、 選挙管理委員会事務局、 監査委員事務局、 農

業委員会事務局及び議会事務局に属する一般職の職員 

ウ 公平委員会及び固定資産評価審査委員会の事務に従事する一般職の職員 

 

（ ２ ） 前項イ 及びウに規定する一般職の職員には、 会計年度任用職員を含むも のと する。 

 

３  基本方針 

（ １ ） 生成Ａ Ｉ 活用の意義 

生成Ａ Ｉ は、文書作成、情報集約等の業務を 支援し 、以下の効果をも たら すも のと し て、

持続可能な行政サービスの提供を実現する手段の一つに位置付けるも のである。  

ア 生産性の向上 

定型的業務の効率化による業務負担の軽減と 行政対応の迅速化 

イ  市民サービスの質的向上 

多様なニーズへの対応力強化と 行政サービスの高度化 

ウ 社会課題への対応 

地域課題の解決に向けた新たな取組への寄与 

エ 行政運営の革新 

データ 活用やプロセス改善を通じ た行政運営の継続的な改善 

 

（ ２ ） 基本原則 

朝霞市は、 生成Ａ Ｉ の活用に当たっ ては、 以下の事項を基本原則と する。  

  ア 市民の信頼確保 

生成Ａ Ｉ は補助ツールであり 、 最終的な判断と 責任は市が負う も のと する。 市民に対

し て透明性のある行政サービスを 提供するため、市は生成Ａ Ｉ の活用に関する情報を市

民に対し て適切に提供するよう 努めるも のと する。  

 

質問番号７
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イ  情報セキュ リ ティ の徹底 

個人情報や機密情報の漏えいを 防ぐ ため、「 朝霞市情報セキュ リ ティ ポリ シー」 に基

づいた厳格な管理体制の下で生成Ａ Ｉ を 活用するも のと する。  

ウ 公正性及び公平性の確保 

生成Ａ Ｉ の出力に含まれる可能性のあるバイ アスや差別的表現に細心の注意を払い、

すべての市民に対し て公正で公平な行政サービスを 提供するも のと する。  

エ 継続的な見直し と 改善 

生成Ａ Ｉ 技術の急速な進展や社会環境の変化に対応するため、継続的な見直し と 改善

に取り 組むと と も に、 必要な指針及びガイ ド ラ イ ンの改正を 行う も のと する。  

 

４  活用の範囲と 遵守事項 

（ １ ） 活用する業務 

生成Ａ Ｉ は、 以下に掲げる業務に活用するも のと する。 なお、 その活用が業務の効率化

又は行政サービスの向上に資すると 所属長が認める場合は、以下に掲げる業務以外におい

ても 活用するこ と ができ る。  

ア 文書作成 

会議結果の概要、 企画書、 報告書の素案、 通知文等の作成、 校正 

イ  情報集約 

政策立案に必要な情報の収集、 資料の分析及び論点の要約整理 

ウ 業務プロセス改善 

業務効率化の方策に関する企画立案及び実施方法の検討 

エ 市民向けコ ンテンツの質的向上 

わかり やすく 丁寧な情報提供の支援 

 

（ ２ ） 禁止事項 

以下に掲げる行為を禁止するも のと する。  

ア 機微情報及び秘密情報（ 特定個人情報等（ マイ ナンバー）、 入札情報等） の入力 

イ  行政処分その他市民生活に重大な影響を 及ぼす政策に係る最終意思決定での活用 

 

（ ３ ） 活用上の遵守事項 

職員は、 生成Ａ Ｉ を活用するに当たり 、 以下の事項を遵守するも のと する。  

ア 利用前の禁止事項の確認 

  生成Ａ Ｉ を 利用する前に、以下のいずれにも 該当し ないこ と を確認するも のと する。 

（ ア） 入力し よう と する情報が、「 ( ２ ) 禁止事項ア」 に掲げる機微情報及び秘密情報

に該当し ないこ と  

（ イ ） 利用し よう と する行為が、「 ( ２ ) 禁止事項イ 」 に掲げる最終意思決定に該当し

ないこ と  
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イ  出力内容の確認・ 検証 

生成Ａ Ｉ が作成・ 提案し た内容については、 必ず以下の観点から の確認・ 検証を行

う も のと する。  

（ ア） 法令遵守性の確認 

関連法令への違反がないかの確認 

（ イ ） フ ァ ク ト チェ ッ ク  

提示さ れた情報の正確性の確認 

（ ウ） バイ アスの確認 

差別的表現や一方的な見方が含まれていないかの確認 

 

（ ４ ） 契約実施者による生成Ａ Ｉ 利用の適正化 

業務委託契約、 工事請負契約、 指定管理者と の協定、 その他朝霞市が締結する契約及び

協定に基づく 業務において、 契約実施者が生成Ａ Ｉ を 利用する場合には、 市の信用失墜、

個人情報漏えい、 著作権侵害、 情報の信頼性低下等のリ スク が生じ るおそれがある。 こ の

ため、 市は契約書、 仕様書、 協定書等に生成Ａ Ｉ の利用に関する特記事項を設けるこ と な

どにより 、 本指針の趣旨に沿っ た適正な利用を 求めるも のと する。  

 

５  推進体制及び責任 

（ １ ） 推進体制 

生成Ａ Ｉ の活用を 組織的に推進するため、 以下の体制を 構築するも のと する。  

ア 最高情報統括責任者（ Ｃ Ｉ Ｏ ）  

生成Ａ Ｉ 活用の全庁的な方向性の決定 

イ  最高情報セキュ リ ティ 責任者（ Ｃ Ｉ Ｓ Ｏ ）  

情報セキュ リ ティ の確保に関する監督 

ウ デジタ ル推進課 

生成Ａ Ｉ 活用に関する企画・ 調整及び職員研修等の啓発活動の実施、 並びに問合せへ

の対応 

エ 情報セキュ リ ティ 管理者 

自部署における適正利用推進及び所属職員への周知徹底 

 

（ ２ ） 説明責任 

生成Ａ Ｉ を 活用し て作成し た成果物又は生成Ａ Ｉ の出力を 参考に判断し た事項につい

ては、 市民から 質問や問い合わせがあっ た場合に、 その判断の根拠や検証過程を説明でき

るよう 、 必要な記録を 保存するなど、 市と し て適切に対応でき るよ う にするも のと する。 
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６  リ スク 管理 

（ １ ） 想定さ れるリ スク  

生成Ａ Ｉ の活用に当たっ ては、 以下のリ スク が存在するこ と を認識し 、 適切な対策を講

ずるも のと する。  

ア 情報漏えい 

不適切なデータ 入力に伴う 個人情報や機密情報の流出 

イ  出力内容の不正確性 

ハルシネーショ ン（ 事実と 異なる情報の生成） による誤判断 

ウ 著作権侵害 

既存の著作物と 同一又は類似するコ ンテンツの生成と 利用 

エ バイ アス及び差別 

偏っ た価値観や無意識の偏見が含まれた出力 

 

（ ２ ） リ スク 対応方針 

上記のリ スク に対応するため、 以下の事項に取り 組むも のと する。  

  ア 職員への研修・ 啓発 

市は、 職員が生成Ａ Ｉ の特性・ リ スク ・ 適切な利用方法を正し く 理解し 、 主体的に利

用でき る環境を 整備するため、 定期的な研修・ 説明会の開催、 その他継続的な啓発活動

を実施するも のと する。  

イ  利用サービスの管理 

統括情報セキュ リ ティ 責任者が承認し た生成Ａ Ｉ サービ スのみを 業務で利用でき る

よう 管理するも のと する。 また、 デジタ ル推進課は、 職員の利用状況を 定期的に把握・

監査し 、不適切な使用が認めら れる場合は情報セキュ リ ティ 管理者と 連携し て必要な指

導を 行う も のと する。  

ウ 入力情報の制限 

生成Ａ Ｉ への入力情報は、機密性の程度に応じ て適切に管理するも のと する。個人情

報及び機密情報等の機密性の高い情報の入力は禁止し 、入力可否の判断基準及び具体例

については、 別途ガイ ド ラ イ ンに定めるも のと する。  

エ 出力内容の点検 

各部署は、「 ４  活用の範囲と 遵守事項（ ３ ）」 に基づき 、 生成Ａ Ｉ が作成し た内容に

ついてフ ァ ク ト チェ ッ ク 等の確認を組織的に行う 体制を 整えるも のと する。  

オ イ ンシデント 対応 

生成Ａ Ｉ 利用に関連するリ スク 事象が発生し た場合には、速やかにデジタ ル推進課へ

報告し 、 原因究明と 再発防止策の策定を行う 。 対応状況を 関係者に共有すると と も に、

その結果を 今後の改善に反映さ せる も のと する。 なお、 具体的な対応手順については、

別途ガイ ド ラ イ ンに定めるも のと する。  
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７  市民への説明及び対応 

（ １ ） 活用状況の周知 

市は、 生成Ａ Ｉ を活用する目的や場面について、 情報提供に努めるも のと する。 特に、

市民が直接利用するサービスに生成Ａ Ｉ を 活用する場合は、その旨を 市民に対し て適切に

周知するも のと する。  

 

（ ２ ） 問い合わせへの対応 

生成Ａ Ｉ の活用に関する市民から の問い合わせについては、デジタ ル推進課及び関連部

署が連携し 、 問い合わせの内容に応じ て適切に対応するも のと する。  

 

８  関係法令等の遵守 

朝霞市は、 生成Ａ Ｉ の活用に当たっ て、 以下の法令等を遵守するも のと する。  

（ １ ） 個人情報の保護に関する法律（ 平成１ ５ 年法律第５ ７ 号）  

（ ２ ） 著作権法（ 昭和４ ５ 年法律第４ ８ 号）  

（ ３ ） 朝霞市情報セキュ リ ティ ポリ シー 

（ ４ ） 朝霞市情報公開条例（ 平成１ ３ 年条例第２ ５ 号）  

 


